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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクを用いるデジタル印刷のための画像化部材であって、
　再画像作成および切替が可能な親水性の画像化表面を含む画像化部材表面であって、こ
の親水性画像化部材表面はプラズマ酸化された架橋したＰＤＭＳを含み、プラズマ酸化さ
れた架橋したＰＤＭＳ画像化部材表面は、プラズマ処理により一時的な期間疎水性状態か
ら切り替わった親水性状態にあり、一時的な期間の後は親水性状態から疎水性状態に戻る
ように構成されている、画像化部材表面を備える、画像化部材。
【請求項２】
　前記画像化部材表面が、さらに、架橋したシリコーンポリマーを含み、このポリマー表
面に、架橋したシリコーンの表面を親水性にする親水性基を有する、請求項１に記載の画
像化部材。
【請求項３】
　前記画像化部材表面が、さらに、共有結合した極性分子または帯電した分子を含む架橋
したＰＤＭＳを含む、請求項２に記載の画像化部材。
【請求項４】
　プラズマ酸化された架橋したＰＤＭＳ画像化部材表面が、１０秒間のプラズマ処理によ
り疎水性状態から切り替わった一時的な親水性状態になっている、請求項１に記載の画像
化部材。
【請求項５】
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　前記画像化部材表面が、さらに、フルオロシリコーンを含む、請求項１に記載の画像化
部材。
【請求項６】
　フルオロエラストマーコポリマーの２種以上のモノマーのうち、少なくとも１つがフッ
化ビニリデン（ＶＤＦ）である、請求項１に記載の画像化部材。
【請求項７】
　プラズマ酸化された架橋したＰＤＭＳの水接触角が３２°以下である、請求項１に記載
の画像化部材。
【請求項８】
　インクを用いるデジタル印刷システムであって、
　再画像作成および切替が可能な親水性の画像化部材表面を有する画像化部材であって、
この親水性画像化部材表面はプラズマ酸化された架橋したＰＤＭＳを含み、プラズマ酸化
された架橋したＰＤＭＳ画像化部材表面は、プラズマ処理により一時的な期間疎水性状態
から切り替わった親水性状態にあり、一時的な期間の後は親水性状態から疎水性状態に戻
るように構成されている、画像化部材と；
　前記画像化部材表面に湿し液の層を塗布するための湿し液計量システムと；
　湿し液のパターン形成のためのレーザー画像化システムと；
　表面にパターン形成された湿し液が配置された前記画像化部材表面にインクを塗布する
ためのインク付与システムとを備える、インクを用いるデジタル印刷システム。
【請求項９】
　前記画像化部材表面の材料が、さらに、二酸化ケイ素、シラノール基、カルボン酸およ
び／またはヒドロキシル基を含む基から選択される露出した基を含む、プラズマ酸化され
た架橋したＰＤＭＳを含む、請求項８に記載のデジタル印刷システム。
【請求項１０】
　前記画像化部材表面の材料は、さらに、化学修飾された親水性フルオロシリコーンを含
む、請求項８に記載のデジタル印刷システム。
【請求項１１】
　前記画像化部材表面の材料は、さらに、化学修飾された親水性フルオロエラストマーを
含む、請求項８に記載のデジタル印刷システム。
【請求項１２】
　前記画像化部材表面の材料が、さらに、ポリエーテル－エステルエラストマー、ポリウ
レタン、ポリウレタン－ポリエーテルおよびコポリマー混合物から選択される親水性の特
徴を有するポリマーを含む、請求項８に記載のデジタル印刷システム。
【請求項１３】
　前記画像化部材表面の材料が、さらに、プラズマ酸化された架橋したＰＶＭＳを含む、
請求項８に記載のデジタル印刷システム。
【請求項１４】
　フルオロエラストマーコポリマーの２種以上のモノマーのうち、少なくとも１つがフッ
化ビニリデン（ＶＤＦ）である、請求項８に記載のデジタル印刷システム。
【請求項１５】
　プラズマ酸化された架橋したＰＤＭＳの水接触角が３２°以下である、請求項８に記載
のデジタル印刷システム。
【請求項１６】
　プラズマ酸化された架橋したＰＤＭＳ画像化部材表面が、１０秒間のプラズマ処理によ
り疎水性状態から切り替わった一時的な親水性状態になっている、請求項８に記載のデジ
タル印刷システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、インクを用いる可変データデジタル印刷に有用な画像化部材の表面材料に関



(3) JP 6306987 B2 2018.4.4

10

20

30

40

50

する。特に、本開示は、画像化部材表面を作製するのに有用な親水性材料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクを用いるデジタル印刷システムは、画像化表面を有する画像化部材（例えば、プ
レートまたはブランケット）を備えている。画像化表面は、インクを用いる高速の可変デ
ータデジタル印刷を可能にするためにある範囲の要求事項を満たさなければならない。関
連分野のシステムでは、例えば、画像化表面は、表面を湿し液で濡らし、表面に湿し液を
固定するような構成でなければならない。画像化表面は、画像化部材表面に塗布した後に
、レーザー画像化システムから光の放射を吸収し、インクを濡らし、インクを固定し、表
面からインクを放出するような構成でなければならない。
【０００３】
　湿し液は、印刷しない領域またはバックグラウンド領域または画像がない領域で、プレ
ートにインクが移るのを防ぐ。印刷する領域は、画像化部材表面のうち、塗布した湿し液
の層に放射線をあてた後に、湿し液が蒸発する領域である。印刷しない領域は、画像化部
材表面のうち、湿し液が残っており、放射線に露光した区域の外側にある領域である。イ
ンクを用いるデジタル印刷に有用であることがわかっている例示的な画像化部材表面材料
としては、疎水性ポリマー、例えば、シリコーン、部分的または完全にフッ素化したフル
オロシリコーンおよびＦＫＭフルオロエラストマーが挙げられる。上述の画像化部材表面
材料を濡らすのに適合し、インクを用いるデジタル印刷に適することがわかっている例示
的な湿し液としては、疎水性液、例えば、炭化水素、フルオロカーボン、フルオロエーテ
ル、オルガノシロキサン、フルオロ－オルガノシロキサンが挙げられる。これらの疎水性
液を使用することに関する問題は、揮発する液が、環境に排出されない場合があり、また
は、印刷される物質の上にかなりの量が残らないように防ぐことができない場合があり、
この揮発する液の混入および捕捉に関係がある。水は、安価であり、環境に優しいため、
揮発した液を再び捕捉したり、印刷物の上の疎水性液を監視したりする必要がないので、
オフセット印刷に望ましい湿し液である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　インクを用いるデジタル印刷の画像化部分を作製するのに適していることがわかってい
る親水性材料は、水または他の親水性材料および／または水溶液を湿し液材料として使用
することができるだろう。費用対効果が高く、インクを用いる高品質の高速デジタル印刷
を可能にするために、改良されたプレート材料が望ましい。親水性プレート材料を含む、
画像化部材表面またはプレート材料、これを作製する方法、およびデジタルオフセット印
刷システムが提供される。親水性プレート材料によって、親水性または極性の湿し液また
は給湿液、例えば、水、エチレングリコールまたは水溶液を使用することができる。実施
形態の方法によって、プラズマ酸化によって、疎水性材料から親水性表面を直接作製して
もよい。したがって、再書き込み可能なプレート表面が作製されてもよく、酸化された表
面は、一時的である。または、プレートは、後酸化による改変によって、永久的に親水性
になってもよい。後酸化による改変としては、限定されないが、新しく酸化された表面に
、極性分子または帯電した分子を共有結合させ、表面を永久的に親水性にすることを含む
。
【０００５】
　一実施形態では、インクを用いるデジタル印刷の画像化部材は、親水性画像化表面を含
む画像化部材表面を備えていてもよい。
【０００６】
　一実施形態では、インクを用いるデジタル印刷システムは、親水性画像化部材表面を有
する画像化部材と；画像化部材表面に湿し液の層を塗布するための湿し液計量システムと
；湿し液のパターン形成のためのレーザー画像化システムと；表面にパターン形成された
湿し液が配置された画像化部材表面にインクを塗布するためのインク付与システムとを備
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えていてもよい。
【０００７】
　一実施形態では、極性または親水性の湿し液を用い、インクを用いるデジタル印刷のた
めの画像化部材を作製するための方法は、疎水性表面材料を酸化することによって、疎水
性画像化部材表面材料を親水性画像化部材表面材料に変換することを含んでいてもよい。
【０００８】
　例示的な実施形態を本明細書に記載する。しかし、本明細書に記載するシステムの特徴
を組み込んだ任意のシステムが、例示的な実施形態の範囲および精神に包含されることが
想定される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、関連技術のインクを用いるデジタル印刷システムの側面略図である。
【図２】図２は、例示的な実施形態の画像化部材表面を作製するための方法を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　例示的な実施形態は、本明細書に記載する装置およびシステムの精神および範囲に含ま
れ得るように、あらゆる代替物、改変物、等価物を包含することを意図している。
【００１１】
　ある量と組み合わせて用いられる「約」という修飾語は、述べられている値を含み、そ
の内容によって示されている意味を有し（例えば、特定の量の測定に関連する誤差の程度
を少なくとも含む）。具体的な値とともに用いられる場合、その値も開示していると考え
るべきである。
【００１２】
　画像化部材表面材料およびこの材料を作製する方法が有用であるような画像化部材を備
えるシステムを用いたインクを用いるデジタル印刷のためのシステムを理解しやすいよう
に、図面を参照する。
【００１３】
　「可変データリソグラフィー印刷」または「インクを用いるデジタル印刷」または「デ
ジタルオフセット印刷」は、基材の上に、画像作成プロセスで基材の上にある画像のそれ
ぞれの後に続くレンダリングを用いて変えることができる画像を製造するための可変デー
タ画像のリソグラフィー印刷である。「可変データリソグラフィー印刷」は、リソグラフ
ィーインクを用いたインク画像のオフセット印刷を含み、画像は、画像ごとに変わり得る
のではなく、デジタル画像データに基づく。インクを用いるデジタル印刷は、可変データ
リソグラフィー印刷システムまたはデジタルオフセット印刷システムを使用する。「可変
データリソグラフィーシステム」は、リソグラフィーインクを用い、画像ごとに変えても
よいデジタル画像データに基づくリソグラフィー印刷のために構成されたシステムである
。
【００１４】
　このような系は、Ｓｔｏｗｅらによって２０１１年４月２７日に出願された米国特許出
願第１３／０９５，７１４号（「７１４号出願」）、表題「Ｖａｒｉａｂｌｅ　Ｄａｔａ
　Ｌｉｔｈｏｇｒａｐｈｙ　Ｓｙｓｔｅｍ」に開示され、この開示内容は、本明細書に全
体的に参考として組み込まれる。７１４号出願に開示されたシステムおよび方法は、真に
有効な可変のデジタルデータリソグラフィー印刷を達成するための湿し液の可変のパター
ン形成に由来する、すでに企てられた可変データ画像化リソグラフィーのマーキング概念
に関する種々の態様での改良に関する。
【００１５】
　７１４号出願は、例えば、図１に示されるインクを用いるデジタル印刷のための例示的
な可変データリソグラフィーシステム１００を記載する。図１に示される例示的なシステ
ム１００の一般的な記載をここに与える。図１の例示的なシステム１００に示される個々
の要素および／またはサブシステムに関するさらなる詳細は、７１４号出願の中に見つけ
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られるだろう。
【００１６】
　図１に示されるように、例示的なシステム１００は、画像化部材１１０を備えていても
よい。画像化部材１１０は、図１に示す実施形態ではドラムであるが、この例示的な記載
は、画像化部材１１０が、ドラム、プレートまたはベルト、または別の現在知られていな
いか、または将来開発される形態を含む実施形態を排除するものであると解釈すべきでは
ない。
【００１７】
　画像化部材１１０を使用し、転写爪１１２で、画像受け入れ媒体基材１１４にインク画
像を塗布する。画像転写機構１６０の一部としてインプレッションローラー１１８によっ
て転写爪１１２が作られ、転写爪１１２は、画像化部材１１０の方向に圧力を加える。画
像受け入れ媒体基材１１４は、任意の特定の組成（例えば、紙、プラスチックまたはコン
ポジットシート膜）に限定されると考えるべきではない。多種多様な画像受け入れ媒体基
材の上に画像を製造するために、例示的なシステム１００を使用してもよい。７１４号出
願は、顔料密度が１０重量％より大きなマーキング材料を含め、使用可能なマーキング（
印刷）材料の広い自由度も説明する。７１４号出願と同様に、本開示は、例示的なシステ
ム１００によって塗布され、画像受け入れ媒体基材１１４の上に出力画像を製造し得るイ
ンク、顔料および他の材料であると一般的に理解されるものを含め、広範囲の印刷材料ま
たはマーキング材料を指すために、インクという用語を使用するだろう。
【００１８】
　７１４号出願は、構造的に取り付ける層の上に作られる再画像作成可能な表面層で構成
される画像化部材１１０を含め、例えば、円柱形コア、または円柱形コアの上にある１つ
以上の構造的な層であってもよい画像化部材１１０の詳細を図示し、記載する。
【００１９】
　システム１００は、一般的に、画像化部材１１０の再画像作成可能な表面を湿し液で均
一に濡らすための一連のローラーを備える湿し液システム１２０を含む（湿し液ローラー
または湿し液ユニットと考えてもよい）。湿し液システム１２０の目的は、一般的に均一
な制御された厚みを有する湿し液の層を、画像化部材１１０の再画像作成可能な表面に運
ぶことである。湿し液システム１２０は、アニロックス、蒸着、または湿し液の薄層を塗
布するための現在知られているか、または将来開発される任意の他のプロセスによって、
湿し液を計量するように構成されたシステムを備えていてもよい。
【００２０】
　上述のように、湿し液（例えば、給湿液）が、主に水を含んでいてもよいことが知られ
ており、以下にかなり詳細に記載されるように、表面張力を下げ、その後のレーザーによ
るパターン形成を補助するために必要な蒸発エネルギーを下げるために、場合により、少
量のイソプロピルアルコールまたはエタノールを加えてもよい。同様に、給湿液に少量の
特定の界面活性剤を加えてもよい。または、他の適切な湿し液を用い、インクを用いるデ
ジタルリソグラフィーシステムの性能を高めてもよい。例示的な湿し液としては、水、Ｎ
ｏｖｅｃ　７６００（１，１，１，２，３，３－ヘキサフルオロ－４－（１，１，２，３
，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）ペンタン、ＣＡＳ番号８７０７７８－３４－０を
有する）およびＤ４（オクタメチルシクロテトラシロキサン）が挙げられる。他の適切な
湿し液が、一例として、同時係属中の２０１１年１０月２８日に出願された米国特許出願
第１３／２８４，１１４号、表題「Ｄａｍｐｅｎｉｎｇ　Ｆｌｕｉｄ　Ｆｏｒ　Ｄｉｇｉ
ｔａｌ　Ｌｉｔｈｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｐｒｉｎｇｉｎｔ」に開示されており、その開示内
容は、本明細書に全体的に参考として組み込まれる。
【００２１】
　画像化部材１１０の再画像作成可能な表面で湿し液を計量したら、湿し液の厚みを、セ
ンサー１２５を用いて測定してもよく、センサー１２５が、湿し液システム１２０によっ
て、画像化部材１１０の再画像作成可能な表面の上にある湿し液の計量を制御するための
フィードバックを与えてもよい。
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【００２２】
　湿し液システム１２０によって、画像化部材１１０の再画像作成可能な表面上に正確で
均一な量の湿し液が与えられた後、光によってパターン形成するサブシステム１３０を使
用し、例えば、レーザーエネルギーを用い、湿し液の層を画像になるようにパターン形成
することによって、均一な湿し液の層に潜像を選択的に作成してもよい。典型的には、湿
し液は、光学エネルギー（ＩＲまたは可視光）を効果的に吸収しないだろう。画像化部材
１１０の再画像作成可能な表面は、理想的には、湿し液の加熱によるエネルギーの無駄使
いを最小限にし、高い空間解像能を維持するために、熱の横方向への広がりを最小限にす
るため、表面付近で、光によってパターン形成するサブシステム１３０から放出されるレ
ーザーエネルギー（可視光または不可視光、例えば、ＩＲ）のほとんどを吸収すべきであ
る。または、入射光レーザーエネルギーの吸収を助けるために、適切な放射線感受性要素
を湿し液に加えてもよい。光によってパターン形成するサブシステム１３０を、レーザー
エミッターとして上に記載したが、湿し液をパターン形成するために光学エネルギーを運
ぶために、さまざまな異なるシステムを使用してもよいことを理解すべきである。
【００２３】
　例示的なシステム１００の光によってパターン形成するサブシステム１３０によって行
われるパターン形成プロセスで操作中の機構を、７１４号出願の図５を参照して詳細に記
載する。簡単に言うと、光によってパターン形成するサブシステム１３０からの光学パタ
ーン形成エネルギーの適用によって、湿し液の層の一部を選択的に除去する。
【００２４】
　光によってパターン形成するサブシステム１３０によって湿し液の層をパターン形成し
た後、画像化部材１１０の再画像作成可能な表面の上のパターン形成された層は、インク
付与サブシステム１４０に送り出される。インク付与サブシステム１４０を使用し、湿し
液の層の上と、画像化部材１１０の再画像作成可能な表面の上に均一なインク層を塗布す
る。インク付与サブシステム１４０は、画像化部材１１０の再画像作成可能な表面の層と
接触する１つ以上のインク作製ローラーの上にあるオフセットリソグラフィーインクを計
量するために、アニロックスローラーを使用してもよい。別個に、インク付与サブシステ
ム１４０は、再画像作成可能な表面にインクを正確な供給速度で与えるために、他の従来
の要素（例えば、一連の計量ローラー）を備えていてもよい。インク付与サブシステム１
４０は、再画像作成可能な表面のうち、画像が作成された部分をあらわすポケットにイン
クを堆積させつつ、湿し液が初期化されていない部分にあるインクが、これらの部分に付
着しないようにしてもよい。
【００２５】
　画像化部材１１０の再画像作成可能な層に残留するインクの凝集性および粘度を、多く
の機構によって変えてもよい。あるこのような機構は、レオロジー（複素粘弾性）を制御
するサブシステム１５０の使用を含んでいてもよい。レオロジーを制御するシステム１５
０は、例えば、再画像作成可能な表面層に対するインクの結合強度を上げるために、再画
像作成可能な表面に部分的に架橋するインクのコアを作製してもよい。硬化機構は、光学
的な硬化または光硬化、熱硬化、乾燥または化学的に硬化させる種々の形態を含んでいて
もよい。複数の物理的な冷却機構によって、また、化学的な冷却によって、冷却を利用し
てレオロジーを変えてもよい。
【００２６】
　次いで、インクを、転写サブシステム１６０を用い、画像化部材１１０の再画像作成可
能な表面から、画像受け入れ媒体の基材１１４に転写する。基材１１４が、画像化部材１
１０とインプレッションローラー１１８の間にある爪１１２を通過するにつれて転写が起
こり、画像化部材１１０の再画像作成可能な表面の空洞内にあるインクが基材１１４と物
理的に接触する。レオロジーを制御するシステム１５０によって改質されたインクが付着
すると、インクの付着を変えることによって、インクが基材１１４に接着し、画像化部材
１１０の再画像作成可能な表面から分離する。転写爪１１２での温度条件および圧力条件
を注意深く制御することによって、画像化部材１１０の再画像作成可能な表面から基材１
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１４へのインク転写効率を９５％より高くすることができるだろう。ある程度の湿し液が
、基材１１４を濡らしてもよいが、このような湿し液の体積は最小限であり、すばやく蒸
発するか、または基材１１４によって吸収されるだろう。
【００２７】
　特定のオフセットリソグラフィーシステムでは、オフセットローラー（図１に示してい
ない）が、まず、インク画像のパターンを受け入れ、次いで、インク画像のパターンを、
既知の間接的な転写方法によって基材に転写してもよいことを理解すべきである。
【００２８】
　大部分のインクを基材１１４に転写した後、任意の残留インクおよび／または残留する
湿し液は、好ましくは、表面を傷つけたり、摩耗したりすることなく、画像化部材１１０
の再画像作成可能な表面から除去されなければならない。残留する湿し液を除去するため
に、エアナイフを使用してもよい。しかし、ある程度の量のインク残留物が残っていても
よいことが予想される。このような残ったインク残留物の除去は、ある形態の洗浄サブシ
ステム１７０を使用することによって達成されてもよい。７１４号出願は、少なくとも第
１の洗浄部材（例えば、画像化部材１１０の再画像作成可能な表面と物理的に接触する粘
着性または接着性の部材、残留するインクおよび任意の残った少量の界面活性剤化合物を
、画像化部材１１０の再画像作成可能な表面の湿し液から除去する粘着性または接着性の
部材）を備えるこのような洗浄サブシステム１７０の詳細を記載する。次いで、粘着性ま
たは接着性の部材を、平滑なローラーと接触させ、このローラーに、粘着性または接着性
の部材から残留するインクが移動してもよく、その後、例えば、ドクターブレードによっ
て、平滑なローラーからインクを剥がしてもよい。
【００２９】
　７１４号出願は、画像化部材１１０の再画像作成可能な表面の洗浄を促進し得る他の機
構の詳細を示す。しかし、洗浄機構にかかわらず、画像化部材１１０の再画像作成可能な
表面からの残留するインクおよび湿し液の洗浄は、提案されているシステムでの印刷剥が
れを防止するのに必須である。洗浄したら、画像化部材１１０の再画像作成可能な表面を
、再び湿し液システム１２０に送り、これによって、画像化部材１１０の再画像作成可能
な表面に新しい湿し液の層を供給し、このプロセスを繰り返す。
【００３０】
　画像化部材の再画像作成可能な表面は、特に、ポリマー系エラストマー、例えば、シリ
コーンゴム、および／またはフルオロシリコーンゴム、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭ
Ｓ）を含んでいてもよい。再画像作成可能な表面は、取り付ける層の上にある比較的薄い
層から作られてもよく、この比較的薄い層の厚みは、印刷性能またはマーキング性能、耐
久性および製造可能性のバランスを保つように選択される。
【００３１】
　「シリコーン」という用語は、当該技術分野で十分に理解されており、ケイ素原子およ
び酸素原子から作られる骨格と、炭素原子および水素原子を含む側鎖とを有するポリオル
ガノシロキサンを指す。本出願の目的のために、「シリコーン」という用語は、フッ素原
子を含有するシロキサンを除外するものとも理解すべきであり、一方、「フルオロシリコ
ーン」という用語は、フッ素原子を含有するシロキサン群を包含するために用いられる。
シリコーンゴム中に、他の原子（例えば、架橋中にシロキサン鎖を結合するために用いら
れるアミン基中の窒素原子）が存在していてもよい。ポリオルガノシロキサンの側鎖は、
アルキルまたはアリールであってもよい。
【００３２】
　「アルキル」という用語は、本明細書で使用する場合、完全に飽和した炭素原子と水素
原子から完全に構成される基を指す。アルキル基は、直鎖、分枝鎖または環状の鎖を含ん
でいてもよい。例えば、直鎖アルキルラジカルは、一般的に、式－ＣｎＨ２ｎ＋１を有す
る。
【００３３】
　「アリール」という用語は、完全に炭素原子と水素原子で構成される芳香族基を指す。
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アリールが、ある数値範囲の炭素原子と組み合わせて記述される場合、置換芳香族基を含
むと解釈されるべきではない。
【００３４】
　実施形態の画像化部材表面およびインクを用いるデジタル印刷システムは、例えば、デ
ジタルオフセット印刷プロセスで水または水性給湿液の使用を可能にする親水性画像化部
材表面材料を備えている。特に、一実施形態のインクを用いるデジタル印刷システムは、
親水性画像化表面を含む。任意の適切な親水性組成物を使用し、実施形態の画像化部材表
面を作製してもよい。例えば、親水性の特徴を有するポリマーとしては、合成ゴム、例え
ば、ポリエーテル－エステルエラストマー、ポリウレタン、ポリウレタン－ポリエーテル
およびコポリマー混合物を挙げることができる。ＰＤＭＳまたはポリ（ビニルメチル）シ
ロキサン（ＰＶＭＳ）の酸素プラズマ酸化を行い、親水性表面を得てもよい。架橋可能な
シリコーン表面（例えば、ＰＶＭＳ）を、表面を親水性にするために、アミン、水酸化物
、エーテル、イオン、酸または塩を含むある範囲の親水性官能基を含む反応性要素と反応
させてもよい。好ましい実施形態では、酸化されたＰＤＭＳを用い、親水性である画像化
部材表面を作製する。
【００３５】
　実施形態の方法は、画像化部材表面材料を形成する有機ポリマーの表面部分（例えば、
図１に示すような画像化プレート表面）に親水性基を作ることによって、画像化部材表面
材料を作製することを含んでいてもよい。例えば、ＰＤＭＳの酸化によって、ポリマーの
表面部分に親水性シリコーンジオキシドおよびシラノール基を作る。
【００３６】
　親水性画像化部材またはプレート材料によって、湿し液または給湿液として水、エチレ
ングリコールまたは他の水溶液を使用することができる。例えば、水およびエチレングリ
コールは安価であり、容易に入手可能であり、環境に優しい湿し液の選択肢である。オフ
セット印刷のために構成された水性湿し液は、市販されており、オフセットインクととも
に使用するように特定的に設計されている。水は、適切な非水性湿し液、例えば、オクタ
メチルシクロテトラシロキサンの気化熱（４４ｋＪ／ｍｏｌ）に匹敵する気化熱（例えば
、４０．６５ｋＪ／ｍｏｌ）を有する。実施形態にしたがい、例えば、プラズマ酸化によ
って、疎水性画像化部材表面材料を親水性表面材料に変換してもよい。
【００３７】
　一例として、ＰＤＭＳまたはジメチコーンは、シロキサンファミリーの鉱物－有機ポリ
マー（炭素、ケイ素および酸素を含む構造）であり、架橋したＰＤＭＳを作製するための
要素は、容易に入手可能である。ＰＤＭＳの化学式は、ＣＨ３［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］ｎ

Ｓｉ（ＣＨ３）３であり、ここで、ｎは、繰り返しモノマーＳｉＯ（ＣＨ３）２］単位の
数である。ＰＤＭＳは、以下の構造式を有する。
【化１】
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【００３８】
　架橋した後、ＰＤＭＳは、疎水性エラストマーになる。極性溶媒（例えば、水）を使用
し、架橋したＰＤＭＳで作られる表面を濡らしたら、溶媒は、ビーズ状になる傾向があり
、広がらず、水は、インクを遮断するための湿し液として有効ではない。プラズマを使用
してＰＤＭＳを酸化することによって、ＰＤＭＳの表面化学を変え、シラノール末端およ
び／または二酸化ケイ素末端を製造し、表面を親水性にしてもよい。したがって、プラズ
マ酸化は、ＰＤＭＳ表面およびＰＤＭＳで作られる材料表面を、親水性溶液または溶媒で
濡れるように変えることができる。大気中の空気によるプラズマおよびアルゴンプラズマ
を典型的にはプラズマ酸化に用いる。いくつかの実施形態では、プラズマ酸化された架橋
したＰＤＭＳは、限定されないが、二酸化ケイ素、シラノール基、カルボン酸および／ま
たはヒドロキシル基を含む露出した基または表面基を有していてもよい。
【実施例】
【００３９】
　市販の（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）塩基と硬化剤の２成分系
を用い、架橋したＰＤＭＳを製造し、それぞれ１０対１の比率で混合した。Ｈａｒｒｉｃ
ｋ　Ｐｌａｓｍａ　Ｃｌｅａｎｅｒ／Ｓｔｅｒｉｌｉｚｅｒ（ＰＤＣ－３２Ｇモデル）を
用い、ＰＤＭＳ表面の酸化を達成した。
【００４０】
　接触角（ＣＡ）の測定によって、ＰＤＭＳを１０秒間プラズマ酸化したとき、疎水性表
面から親水性表面への切り替わりを確認した。接触角は、液体界面が固体界面と出会う角
度である。接触角は、表面疎水性の基準であり、これを使用し、表面の濡れ性を決定して
もよい。接触角の測定値を表１に示す。
【表１】

【００４１】
　フルオロエラストマーおよびフルオロシリコーンのプラズマ酸化によって、水およびエ
チレングリコールによって濡れた親水性表面も製造した。
【００４２】
　ハンドローラー印刷試験を用い、インクを用いるデジタル印刷システムを特性決定した
。試験は、先端に綿が付いた棒を用い、画像化プレートに湿し液を縞状に配置し、ハンド
ローラーにインクを付け、回転させて画像化プレートにインクを付与することからなって
いた。次いで、プレートと接触する紙の背面に圧力を加えるために、第２のきれいなロー
ラーを用い、インクをプレートから紙に移した。プレート材料が親水性湿し液で濡れ、湿
し液が塗布された画像化しない領域を得る能力を調べるために、この試験を実施した。プ
レートから紙に転写されるインクの転写効率を特性決定するために、最初の転写の後に続
けて、転写を行った。
【００４３】
　オフセット印刷に用いられ得る組成を有し、当該技術分野でよく知られていることがわ
かっているポリエステルアクリレートＵＶ硬化性インクを用い、ハンドロールによる印刷
試験から結果を得た。試験したプレート材料は、（ａ）酸化されていないＰＤＭＳシリコ
ーンと、（ｂ）酸化されたＰＤＭＳシリコーンとを含んでいた。試験した湿し液は、（ａ
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）水と；（ｂ）エチレングリコール（ＥＧ）と；（ｃ）オクタメチルシクロテトラシロキ
サンとを含んでいた。結果は、オクタメチルシクロテトラシロキサンの機能によって、酸
化していない（疎水性）シリコーンプレートの上に、ＵＶ－硬化性インクが画像化してい
ない領域が得られることを示した。シリコーンに対してオクタメチルシクロテトラシロキ
サンを用いる欠点は、プレート材料の寸法を変えてしまうプレート－湿し液の相互作用で
ある。湿し液として使用するとき、水は、酸化されていないシリコーン表面を塗らさず、
従って、ＵＶ硬化性インク存在下、画像化のために働くことはできない。さらに、エチレ
ングリコールは、酸化されていないシリコーンプレート表面を濡らさず、ＵＶ硬化性イン
ク存在下、画像化について機能を発揮しなかった。シリコーンプレートをプラズマ処理に
よって酸化させると、オクタメチルシクロテトラシロキサン、水およびエチレングリコー
ルは、表面を濡らし、表面の画像化は、ＵＶ硬化性インクの塗布を用いて効果的に実施さ
れるだろう。エチレングリコールおよび水の混合物（５０：５０、ｂｐ　約１１０℃；９
０：１０、ｂｐ　約１４５℃）も、プラズマ酸化されたシリコーンを有効に濡らし、イン
クの遮断には、９０：１０混合物が非常に効果的であった。
【００４４】
　酸化されたシリコーンプレートと、（ａ）水；（ｂ）エチレングリコール；および（ｃ
）Ｓｉｌｔｅｃｈ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから得た２％　ＳＩＬＳＵＲＦ水溶液を含む
湿し液とを用い、ポリエステルアクリレートＵＶ硬化性インクを用いたハンドロールによ
る印刷試験から、結果を得た。３種類の湿し液（水、エチレングリコールおよび２％　Ｓ
ＩＬＳＵＲＦ水溶液）それぞれが、酸化されたシリコーンプレートを濡らした。２％　Ｓ
ＩＬＳＵＲＦ水溶液およびエチレンは、画像化していない領域にバックグラウンドが存在
することなく、画像化するＵＶ硬化性インクで特に有効であることがわかった。
【００４５】
　フルオロシリコーンに対し、ポリエステルアクリレートＵＶ硬化性インクを用いたハン
ドロールによる印刷試験から、以下のプレート材料を用いて結果を得た。（ａ）酸化され
ていないフルオロシリコーンおよび（ｂ）酸化されたフルオロシリコーン。湿し液は、（
ａ）水と、（ｂ）２％　ＳＩＬＳＵＲＦ水溶液を含む酸化されたフルオロシリコーンとを
含んでいた。水が、酸化されていないフルオロシリコーン表面を濡らさず、画像に対し、
塗布されたインク層の機能を発揮しないことがわかった。水が、酸化されたフルオロシリ
コーンを濡らし、画像のインクを部分的に濡らすことがわかった。２％　ＳＩＬＳＵＲＦ
水溶液は、酸化されたフルオロシリコーンを濡らし、塗布されたインク層の塗布を用い、
画像を得る機能を発揮することがわかった。
【００４６】
　実施形態の画像化部材表面材料およびこのような材料を製造するための方法は、例えば
、極性または親水性の湿し液を使用することが可能なデジタルオフセット印刷プレートを
作製するのに有用である。親水性画像化部材表面材料が、インクおよび極性給湿液を用い
た画像化部材表面またはプレートの十分な濡れを促進することがわかった。
【００４７】
　実施形態の画像化部材表面は、安価で市販され、堅牢性の高い材料から作られてもよい
親水性プレート材料を含む。このようなプレートを、安価で環境に優しい極性給湿液（例
えば、水、グリコール、例えば、エチレングリコール、アルコールまたは界面活性剤水溶
液）とともに使用してもよい。
【００４８】
　親水性表面を有する画像化部材を作製するための方法は、疎水性画像化部材表面を親水
性画像化部材表面に変換することを含んでいてもよい。例えば、図２は、Ｓ２００１で、
濡らし、レーザー露光し、インク付与するのに適した疎水性画像化部材の表面材料ポリマ
ーを与えることを含む、親水性画像化部材を作製する方法を示す。例えば、材料は、画像
化部材表面を構築するように作られるシリコーンであってもよい。または、材料は、例え
ば、アルキルまたはアリールポリマー、フルオロシリコーンまたはフルオロエラストマー
であってもよい。
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【００４９】
　方法は、Ｓ２００５で、疎水性ポリマー材料を、水性浸し液とともに用いるのに適した
親水性プレート材料に変換することを含んでいてもよい。例えば、方法は、Ｓ２００１で
与えられる材料をプラズマ酸化によって処理し、材料ポリマーの表面に親水性末端基を作
製することを含んでいてもよい。方法において、極性分子または帯電した分子をポリマー
表面に共有結合させることによって、永久的に変換を行ってもよい。
【００５０】
　上述の開示された特徴および機能、および他の特徴および機能、またはその代替物を、
望ましくは多くの他の異なるシステムまたは用途と組み合わせてもよいことが理解される
だろう。さらに、その後、当業者によって、種々の現時点では予測されていないか、また
は予期されていない代替物、改変物、等価物が作られてもよい。

【図１】 【図２】
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